





　　　　　

表－３　Ｓ、Ｒ、ｍ、ｎの値
	対象施設
	Ｓ
	Ｒ
	ｍ
	ｎ

	新大阪(複合)駅
	1600
	50
	0.5～0.7
	2

	地下鉄 東三国駅
	1200
	50
	0.4～0.6
	2

	阪急電鉄 三国駅
	1100
	50
	0.4～0.6
	2

	市バス停留所
	0450
	50
	0.1～0.3
	2

	小学校・中学校
	0500
	50
	0.2～0.4
	2

	商店街アーケード
	0500
	50
	0.5～0.7
	2

	公園
	0300
	50
	0.1～0.2
	2
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    表－３   Ｓ、Ｒ、ｍ、ｎの値  

対象施 設  Ｓ  Ｒ  ｍ  ｎ  

新大阪 ( 複合 ) 駅  1600  50  0.5 ～ 0.7  2  

地下鉄   東三国 駅  1200  50  0.4 ～ 0.6  2  

阪急電鉄   三国 駅  1100  50  0.4 ～ 0.6  2  

市バス停留 所  0 450  50  0.1 ～ 0.3  2  

小学校・中学 校  0 500  50  0.2 ～ 0.4  2  

商店街アーケー ド  0 500  50  0.5 ～ 0.7  2  

公 園  0 300  50  0.1 ～ 0.2  2  

 

